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(57)【要約】
【課題】同軸電線や絶縁電線を複数集合させて外被で被
覆した多芯ケーブルにおいて、ケーブル径の増大を抑え
て、柔軟性および取扱い性を向上させた多芯ケーブルを
提供する。
【解決手段】多芯ケーブル１は、同軸電線２および絶縁
電線を含む複数の電線と、複数の電線の周囲を覆う外被
６とを有し、複数の電線が２列以上並列され、並列され
た電線のうち１対の同軸電線２同士が密接して配置され
る。そして多芯ケーブル１の長手方向に直交する断面に
おいて、外被６は、矩形の４つの角部が丸められた形状
を有し、外被６の４つの角部の内面側にグランド線４と
なる絶縁電線が配置され、同軸電線２の中心導体の断面
積が０．００４ｍｍ2～０．０５ｍｍ2であり、外被６の
厚さが０．４ｍｍ～１．０ｍｍである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同軸電線および絶縁電線を含む複数の電線と、該複数の電線の周囲を覆う外被とを有す
る多芯ケーブルであって、
　前記複数の電線が２列以上並列され、該並列された前記電線のうち１対の同軸電線が並
列されて密接配置され、
　前記多芯ケーブルの長手方向に直交する断面において、前記外被は、矩形の４つの角部
が丸められた形状を有し、前記外被の４つの角部の内面側にグランド線となる絶縁電線が
配置され、
　前記同軸電線の中心導体の断面積が０．００４ｍｍ2～０．０５ｍｍ2であり、前記外被
の厚さが０．４ｍｍ～１．０ｍｍである、多芯ケーブル。
【請求項２】
　前記複数の電線が２列に配列され、全ての前記電線が前記外被の内面に接している、請
求項１に記載の多芯ケーブル。
【請求項３】
　前記並列した前記複数の電線のうち１列の電線において、１つの前記角部から他の角部
まで、各電線が前記外被の内面に接するとともに、隣接する各電線が互いに接するように
配置される、請求項２に記載の多芯ケーブル。
【請求項４】
　前記並列した前記複数の電線のうち１列の電線において、電線が互いに接していない部
分が存在する、請求項２に記載の多芯ケーブル。
【請求項５】
　前記電線が互いに接していない部分に、介在となる繊維が充填されている、請求項４に
記載の多芯ケーブル。
【請求項６】
　前記電線が並列した２列以上の各列に、同軸電線対が複数配置され、１つの列内の前記
同軸電線対は互いに接しない、請求項１～５のいずれか１に記載の多芯ケーブル。
                                                                                
    
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多芯ケーブル、より詳細には、複数本の同軸ケーブルおよびその他の絶縁電
線を集合させ、その外側を外被で覆ってなる多芯ケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高速デジタル信号等を伝送する複数本の同軸電線を集合し、その外側を外被で覆ってな
る多芯ケーブルが知られている。この多芯ケーブルには、同軸電線の他に、他の絶縁電線
、例えば電源用の絶縁電線や制御信号用の絶縁電線等を含めた複合ケーブルとして構成さ
れたものがある。
【０００３】
　例えば特許文献１には、対撚り信号線と、複数の信号線対と、電源線対とを備え、対撚
り信号線と複数の信号線対と電源線対とが、これらの長手方向に垂直な断面で見た場合に
、対撚り信号線の周囲を複数の信号線対および電源線対が囲むように束ねられている伝送
ケーブルが開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、複数のフラットケーブルを有する集合ケーブルコアと、集合ケ
ーブルコアの外周に設けられる電磁シールド部と、電磁シールド部の外周に設けられる外
被層とを備える集合ケーブルが開示されている。各フラットケーブルは、複数の同軸ケー
ブルを略平行に１列に配列したフラットケーブルコアと、フラットケーブルコアの外周に
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合成樹脂を略全面被覆して形成され、複数の同軸ケーブルを拘束するシース層と、を有す
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１０／０９２８１２号
【特許文献２】特開２０１０－９７７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　同軸電線や絶縁電線を複数集合させて外被を被覆した多芯ケーブルでは、ケーブル径は
できるだけ小さくし、ケーブル厚を薄くしたいという要求がある。また、多芯ケーブルに
おいては、取扱い性向上のためにケーブルの柔軟性が求められる。
　しかしながら、断面が丸い形状のまま複数の電線を集合させると、その多芯ケーブルに
含まれる電線の数が増えるに従ってケーブル径が大きくなり太くなり、また柔軟性も低下
して取り扱い性が悪化する。
【０００７】
　また、多芯ケーブルの電線として、シールド付きの対撚り線であるＳＴＰ（Shielded t
wist pair）ケーブルや、シールドテープが巻かれている２芯平行電線が使用されている
と、シールド層やシールドテープにより１体化された電線により多芯ケーブルの柔軟性が
阻害される。
【０００８】
　特許文献１のケーブルでは、複線の電線を集合させるに際して断面が円形のケーブルを
構成するため、その径が増大し、取扱性や柔軟性を阻害する。特許文献２はさらに多くの
電線を含む構成が示唆されない。
【０００９】
　本発明は、上述した実状に鑑みてなされたもので、同軸電線や絶縁電線を複数集合させ
て外被で被覆した多芯ケーブルにおいて、ケーブル径の増大を抑えて、柔軟性および取扱
い性を向上させた多芯ケーブルの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による多芯ケーブルは、同軸電線および絶縁電線を含む複数の電線と、該複数の
電線の周囲を覆う外被とを有する多芯ケーブルであって、前記複数の電線が２列以上並列
され、該並列された前記電線のうち１対の同軸電線同士が密接して配置され、前記多芯ケ
ーブルの長手方向に直交する断面において、前記外被は、矩形の４つの角部が丸められた
形状を有し、前記外被の４つの角部の内面側にグランド線となる絶縁電線が配置され、前
記同軸電線の中心導体の断面積が０．００４ｍｍ2～０．０５ｍｍ2であり、前記外被の厚
さが０．４ｍｍ～１．０ｍｍである、多芯ケーブルである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、同軸電線や絶縁電線を複数集合させて外被で被覆した多芯ケーブルに
おいて、ケーブル径の増大を抑えて、柔軟性および取扱い性を向上させた多芯ケーブルの
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明による多芯ケーブルの構成例を示す図である。
【図２】多芯ケーブルに適用する同軸電線対の構成を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　最初に本発明の実施態様を列記して説明する。
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　本願の多芯ケーブルに係る発明は、同軸電線および絶縁電線を含む複数の電線と、該複
数の電線の周囲を覆う外被とを有する多芯ケーブルであって、前記複数の電線が２列以上
並列され、該並列された前記電線のうち１対の同軸電線同士が密接して配置され、前記多
芯ケーブルの長手方向に直交する断面において、前記外被は、矩形の４つの角部が丸めら
れた形状を有し、前記外被の４つの角部の内面側にグランド線となる絶縁電線が配置され
、前記同軸電線の中心導体の断面積が０．００４ｍｍ2～０．０５ｍｍ2であり、前記外被
の厚さが０．４ｍｍ～１．０ｍｍである、多芯ケーブルである。これにより、ケーブル径
の増大および柔軟性の悪化を抑えて、取扱い性を向上させる多芯ケーブルを提供すること
ができる。
【００１４】
　前記複数の電線が２列に配列され、全ての前記電線が前記外被の内面に接していること
が好ましい。これにより、多芯ケーブル内の電線の配置を安定させることができる。
【００１５】
　前記並列した前記複数の電線のうち１列の電線において、１つの前記角部から他の角部
まで、各電線が前記外被の内面に接するとともに、隣接する各電線が互いに接するように
配置されることが好ましい。これにより、これにより、電線の配置を安定化させるととも
に、ケーブル幅の増大化を抑えることができる。
【００１６】
　前記並列した前記複数の電線のうち１列の電線において、電線が互いに接していない部
分が存在することが好ましい。複数の電線の列を同じ幅にできない場合に、電線が互いに
接していない部分でその電線列の幅を調整することができる。
【００１７】
　前記電線が互いに接していない部分に、介在となる繊維が充填されていることが好まし
い。これにより、電線の配列が乱れないように安定化させることができる。
【００１８】
　前記電線が並列した２列以上の各列に、同軸電線対が複数配置され、１つの列内の前記
同軸電線対は互いに接しないことが好ましい。これにより、電線を集合させるときの配列
の乱れを抑えることができる。
【００１９】
［本願発明の実施形態の詳細］
　本発明に係る多芯ケーブルの具体例を、以下に図面を参照しつつ説明する。なお、本発
明はこれらの例示に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって示され、特許請求
の範囲と均等の意味および範囲内での全ての変更が含まれる。
【００２０】
　図１は、本発明による多芯ケーブルの構成例を示す図である。図中、１は多芯ケーブル
、２は同軸電線、３は同軸電線対、４はグランド線、５は他の絶縁電線、６は外被（シー
ス）である。
　多芯ケーブル１は、同軸電線および絶縁電線を含む複数の電線（同軸電線対３、グラン
ド線４、他の絶縁電線５）が外被６により被覆されて構成されている。他の絶縁電線５と
しては、例えば低速信号伝送用電線、低速制御電信号用電線、電源線などを含めることが
できる。
【００２１】
　外被６は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、エチレン酢酸ビニル共
重合体（ＥＶＡ）、ポリウレタンなどの樹脂を用いて押出し成形により被覆成形され、そ
の厚さは０．４ｍｍ～１．０ｍｍの範囲とされる。複数の電線が並列した形状を維持する
ためには、外被６には１定の強度が必要であり、また、耐久性の面からも１定以上の厚さ
が必要となる。このため外被６の厚さは０．４ｍｍ以上必要となる。また、外被６は、１
．０ｍｍを超える厚さになると柔軟性が低下し取扱い難くなるためその厚さの上限値を１
ｍｍとすることが好ましい。
【００２２】
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　同軸電線対３は、中心導体を絶縁体で被覆した同軸電線２を２本平行に並列させて密接
配置したものである。この例では同軸電線対３を５つ集合させているが、その集合数は限
定されない。同軸電線対３は、位相が１８０°反転された信号を２本の同軸電線２に同時
に入力して送信し、受信側で差分合成することで受信側で信号出力を２倍にすることがで
きる。また、送信から受信に至る伝送経路途中で受けたノイズ信号は、１対の同軸電線２
に等しく加えられているので、受信側で差動信号として出力したときにキャンセルされ、
ノイズが除去される。同軸電線対３を並列させて密接配置することにより、同軸電線対３
を構成する２本の同軸電線２を並行に密接配置することにより、２本の同軸電線間での信
号の遅延時間差（スキュー）を小さくすることができる。また、同軸電線２を並列させて
さらにシールドテープを巻かない構成により、シールド付きの対撚り線であるＳＴＰケー
ブルや、シールドテープが巻かれている２芯平行電線に比較して、柔軟性を付与すること
ができる。
【００２３】
　図２は、多芯ケーブルに適用する同軸電線対の構成を説明する図である。各同軸電線２
は、中心導体１１を絶縁体１２で覆い、絶縁体１２の外周に外部導体１３を配置し、その
外側を外被１４で被覆した構成のものが用いられる。中心導体１１には、例えば錫メッキ
軟鋼線や錫メッキ銅合金線が用いられ、複数の素線を撚り合わせたもの、もしくは単線の
構成のものが用いられる。いずれの場合にも中心導体１１は、その断面積（長手方向に直
交する断面の面積）が０．００４ｍｍ2～０．０６ｍｍ2であり、ＡＷＧ（American Wire 
Gauge）３０～４０相当の外径とする。これにより情報処理装置間の高速デジタル信号伝
送用に好適な細径の多芯ケーブルが得られる。
【００２４】
　絶縁体１２には、フッ素樹脂、例えばＦＥＰ（テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオ
ロプロピレン共重合体）、ＰＦＡ（テトラフルオロエチレン－パーフロオロアルキルビニ
ルエーテル共重合体）を用いることができ、好適にはこれらをフッ素化した耐熱性の高い
フッ素樹脂が用いられる。フッ素化されたフッ素樹脂としては、末端基をフッ素化（－Ｃ
Ｆ３）したフッ素樹脂を用いることができるが、完全にフッ素化したフッ素樹脂を適用し
てもよい。フッ素樹脂は薄肉加工性が良好であり、ケーブルの細径化に適している。また
フッ素樹脂は、動摩擦係数が低いため耐屈曲特性が良好となる。
【００２５】
　外部導体１３は、例えば錫メッキ軟鋼線等による素線を横巻き、もしくは編組したもの
であり、さらにシールド機能を向上させるために金属箔を併設する構造としてもよい
　外被１４は、ポリエステル（ＰＥＴ）テープなどの樹脂テープを巻き付けて形成される
。またフッ素樹脂等の樹脂材を押出し被覆成形してもよい。
【００２６】
　上記構成において、本発明に係る実施形態の多芯ケーブル１は、同軸電線２および絶縁
電線（グランド線４、他の絶縁電線５）を含む複数の電線と、その複数の電線の周囲を覆
う外被６とを有し、複数の電線が２列以上並列される。図１の構成は、複数の電線が上段
と下段の２列に並列されているが、３列以上で並列させたものであってもよい。複数の電
線を複数列で並列させることにより、多芯ケーブル１の外形形状をフラットにして、その
厚さを薄くし、かつケーブル幅を広すぎない適正な大きさにすることができる。この場合
、集合させる電線の数とその径に応じて多芯ケーブル１の幅（電線の並列方向の長さ）が
大きくなるが、多芯ケーブル１の幅は、その多芯ケーブル１を接続するコネクタ幅より狭
い幅であればよい。例えば多芯ケーブル１の幅を３ｍｍ以上１０ｍｍ以下とすることがで
きる。多芯ケーブルの厚さは例えば１．３ｍｍ以上３．８ｍｍとすることができる。
【００２７】
　多芯ケーブル１の長手方向に直交する断面（図１）は、矩形の４隅の角部Ｃ１～Ｃ４が
丸められた形状を有している。つまり矩形の４つの角部外周にＲ形状が付与されている。
ここでは、多芯ケーブル１は、その断面を矩形にして厚さを増大させないようにし、その
矩形の４つの角部Ｃ１～Ｃ４の外周面を丸めた形状として、角部の外周面をなだらかにし
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電線が配置される。グランド線４を４隅に設けることにより、多芯ケーブルの対称性が良
くなり、ケーブルのグランド電位の安定化にとって好ましい。
　外被６の内面は、グランド線４の形状に沿って丸められ、その形状に対応するように外
被６の外周側の角部が丸められる。これにより、外被６が均一な厚さとなり、均一な柔軟
性を付与する。
【００２８】
　複数列で並列配置された複数の電線（同軸電線２、グランド線４、他の絶縁電線５）は
、その全ての電線が外被５の内面に接している。これにより、電線の配置が安定する。
　複数列で並列した複数の電線は、各列の幅（並列方向の長さ）が一致するとは限らない
。この場合、最も長い列の幅が、外被６の内面の幅に一致する。すなわち、並列した複数
の電線のうち、いずれか１列の電線において、矩形形状の１つの角部から他の角部まで、
各電線が外被６の内面に接し、その１列の各電線が互いに接するように配置されている。
図１の例では、上下２列に配列された電線のうち、上段の電線は、角部Ｃ１から角部Ｃ２
に到るまで、その列の全ての電線が外被６の内面に接するとともに、隣接する各電線が互
いに接するように配置される。これにより、電線の配置を安定化させるとともに、ケーブ
ル幅の増大化を抑えることができる。
【００２９】
　また、並列配置された複数の電線のうち、いずれか１列の電線において、電線間が互い
に接していない部分が存在する。図１の例では、上下２列に配列された電線のうち、下段
の電線には、配列方向に隙間Ｇが生じている。隙間Ｇ以外の部分では、下段の電線は互い
に隣接して配置され、電線間の配置を安定させる。
　この隙間Ｇには、図示しない介在となる繊維を充填することができる。介在となる繊維
としては、例えばスフ（スパンレーヨン）による繊維やＰＰ（ポロプロピレン）繊維等を
使用することができる。電線間の隙間Ｇに介在となる繊維を充填することにより、電線の
配列が乱れないように安定化させることができる。
【００３０】
　また、並列配置された複数の電線は、電線が並列した２列以上の各列に、同軸電線対３
が複数配置され、１つの列内の同軸電線対３は互いに隣接しないように構成されている。
図１の例では、上下２列に配列された電線のうち、上段の電線には３対の同軸電線対３が
含まれているが、これら３対の同軸電線対は、上段の１列内では互いに隣接していない。
同様に下段の電線には２対の同軸電線対３が含まれているが、これら２対の同軸電線対は
、下段の１列内では互い隣接していない。
　同軸電線２は、他の絶縁電線よりも径が大きい傾向がある。従って多芯ケーブル１内に
おける電線の配列の対称性を良くするために、同軸電線対３を集中して配置することなく
、列内では同軸電線対３が互いに隣接しないように配置することが好ましい。またこれに
より、電線を集合させるときの配列の乱れが抑えられる。
【００３１】
　上記の構成により、同軸電線や絶縁電線を複数集合させて外被で被覆した多芯ケーブル
において、ケーブル径の増大を抑えて、柔軟性および取扱い性を向上させた多芯ケーブル
を提供することができる。
【符号の説明】
【００３２】
１…多芯ケーブル、２…同軸電線、３…同軸電線対、４…グランド線、５…絶縁電線、１
１…中心導体、１２…絶縁体、１３…外部導体、１４…外被。
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【図１】

【図２】
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